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新法 の考案及 び本酵素類 の基質特異性 に関す る一考察
























































































リン恨, ミリスチン酸,パ ル ミチン醸,ステアリン酸














































































































































は良好な局 在 性を知ることは極めて容 易 であ
る｡冷 アセ トン,軟パ ラフィン包埋切片では,
終末反応産物の粗大な針状結晶の性状は更に著
しく,新鮮未固定組織 ク リオスタ ット切片 と比
較すると結果はよ くない｡






察す ると,余 り明 らかではないが,中心帯に於







応を呈す る｡ただ し, この場合 にも核には酵素
反応は陰性であった｡同様 に,血管系及び結合






細胞が弱陽性反応を示 し (核は陰性),内 分 泌








































































































































































十十++ :強陽性, +++ :中等度陽性, 十十 :弱
陽性, + :痕跡的陽性,- :陰性,
A:エステルのアルコール成分
F:エステルの脂肪酸成分







































































































































使用せ られている物 質 で あり,エステラーゼ
(狭義)に対 しては抑制的作用を 有 し,(阻害






















































































された｡著者等の成 功の第一の 要 因 はステ
ロックスSK と云う優れた乳化剤を用いた点に
ある｡ 水溶性でない基質を用いたものとして,



































酸ソーダ及び タウロコール 酸ソーダを 使 用 し
た｡胆汁酸塩類はエステラーゼ (狭義)作用を
































































写 真 版 説 明
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30分 間 incubationを行ったラット肝で ある｡
100×｡
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